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関係機関各位

第43回 日本コミュニケーション障害学会学術講

会長 宮田 Susa

第43回 日本 コミュニケーシ ョン障害学会学術講演会の開催 について

謹啓

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は本学会の活動につきまして、格別のご高配を賜 り、厚く御礼申し上げます。

さてこの度、下記のとおり、第43回 日本コミュニケーション障害学会学術講演会を開催する運びとな

りました。ポスターをお送 り申し上げます。

1月 19日 より演題を募集いたします。本学会は、コミュニケーション障害の種類を問わず、また会員

の職種も問いません。また、今回は、現在非会員の方でもご発表しやすいように「特別枠」を設けまし

た。多くの方にご発表、ご参加いただきたく、謹んでご案内申し上げます。

謹白

記

会期 :2017年7月 8日 (土 )。 9日 (日 )

会場 :愛知淑徳大学 星が丘キャンパス (愛知県名古屋市千種区桜が丘23)

内容 :

教育講演 1

教育講演 2

教育講演 31
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「咀疇を考慮した摂食囃下リハビリテーション」 松尾 浩一郎氏 (藤 田保健衛生大学)

「コミュニケーションの視点からみた認知症―評価と支援/基礎と展開―」

飯千 紀代子氏 (志學館大学)

「自閉スペク トラム症児のコミュニケーションの特性と支援」 新澤 伸子氏 (梅花女子大学)

「日本語の文法発達のランドマーク」

「失語症への認知神経心理学的アプローチ」

「失語症の意思疎通支援」「文化言語の多様な子どもの二言語能力の育成」「音響分析で理解を

深める !頸部聴診法活用のポイント」「人工内耳装用児において大切にしたいこと」

分科会 :言語発達障害研究分科会、吃音および流暢性障害研究分科会、会話分析研究分科会、自閉症の子

と楽しめるコミュニケーションケ―゙ム開発分科会、重度重複障害のある子のコミュニケーションを考える分科会

以上

問い合わせ先 :第43回 日本コミュニケーション障害学会学術講演会事務局

〒480‐ 1197 愛知県長久手市片平二丁目9

愛知淑徳大学 健康医療科学部 医療貢献学科 言語聴覚学専攻

FAX:0561‐ 56‐ 0024 E‐ mail:jacd.meeting43@gmail.com HP:http:巧 aCd43.umin.jp/
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